
（別添） 

学識経験者の意見 

 

 専門の学識経験者により、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性

の確保に関する法律」に基づき申請のあった下記の遺伝子組換え生物等に係る第一種使

用規程に従って使用した際の生物多様性影響について検討が行われ、別紙のとおり意見

がとりまとめられました。 

 

記 

１ 名称：フラボノイド生合成経路を改変したバラ  
      (F3'5'H, 5AT, Rosa hybrida) (WKS82/130-4-1, OECD UI: IFD-52401-4)  
 

２ 名称：フラボノイド生合成経路を改変したバラ  
     (F3'5'H, 5AT, Rosa hybrida) (WKS82/130-9-1, OECD UI: IFD-52901-9)  
 

３ 名称：チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ 

(改変 cry1F, 改変 bar, Zea mays subsp. mays (L.) Iltis） 

(TC6275, OECD UI: DAS-06275-8) 
 

４ 名称：チョウ目害虫抵抗性トウモロコシ 

(cry1A.105, 改変 cry2Ab2, Zea mays subsp. mays (L.) Iltis） 

(MON89034, OECD UI: MON-89034-3） 

 

５ 名称：除草剤グリホサート耐性ダイズ 

(改変 cp4 epsps, Glycine max (L.) Merr) 
(MON89788, OECD UI: MON-89788-1) 



（別紙） 

 

生物多様性影響評価検討会での検討の結果 

 

１ 名称：フラボノイド生合成経路を改変したバラ  
    (F3'5'H, 5AT, Rosa hybrida) (WKS82/130-4-1, OECD UI: IFD-52401-4)  
  第一種使用等の内容：切り花の用に供するための使用、栽培、保管、運搬及び廃棄

並びにこれらに付随する行為 

  申請者：サントリー(株) 
 

(注) WKS82/130-9-1 バラとの間で、内容が異なる箇所を下線で示した。 

 

（１）生物多様性影響評価の結果について 

ア 競合における優位性 

 宿主が属する生物種であるバラ（Rosa hybrida、以下「園芸種」という。）

は、我が国において長期にわたり栽培されているが、園芸種が逸出して自然条

件下で生育している例は報告されていない。 

 本組換えバラは導入遺伝子の発現の結果、青から紫色を呈するアントシアニ

ンであるデルフィニジン及びミリセチンを花弁及び葉において生成している

が、特定網室及び隔離ほ場での試験では、花弁数に宿主との有意差が認められ

たが、このほかの形態及び生育特性に宿主との差異は認められなかった。また、

デルフィニジン及びミリセチンの産生は、競合における優位な形質であるとは

考えにくい。 

 また、本組換えバラでは花弁に蓄積される青紫色の色素により花色が変化し

ているが、これまで交雑育種法で作出された様々な花色の園芸種において花色

の変化により訪花昆虫相が変化したという報告はない。隔離ほ場において訪花

昆虫相を調査したが、本組換えバラについては青紫色に変化した花色により訪

花昆虫の数や種類に影響を及ぼすことはほとんどなかった。さらに、香りも訪

花行動に重要な要素であるが、分析の結果、宿主との差異は認められなかった。 

 これらのことから、本組換えバラの第一種使用等により影響を受ける可能性

のある野生動植物等は特定されず、競合における優位性に起因する生物多様性

影響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当であると判断した。 

 

イ 有害物質の産生性 

 宿主が属する生物種である園芸種について、周辺の野生動植物等の生育や生

息に影響を及ぼす物質を産生するという報告はない。 

 本組換えバラは、デルフィニジン及びミリセチンを生成するが、デルフィニ

ジン及びミリセチンが有害物質であるという報告はない。また、隔離ほ場にお

ける有害物質（根から分泌され他の植物に影響を与えるもの、根から分泌され

土壌微生物に影響を与えるもの及び植物体が内部に有し、枯死した後に他の植

物に影響を与えるもの）の産生性の調査として、後作試験、土壌微生物相試験

及び鋤込み試験が行われているが、いずれの試験でも宿主との間で有意差は認

められていない。 

 F3'5'H 蛋白質及び 5AT 蛋白質は、アミノ酸配列の相同性検索の結果、既知

のアレルゲンとの相同性は認められていない。 



 これらのことから、本組換えバラの第一種使用等により影響を受ける可能性

のある野生動植物等は特定されず、有害物質の産生性に起因する生物多様性影

響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当であると判断した。 

 

ウ 交雑性 

 

（ア）影響を受ける可能性のある野生動植物等の特定 

 園芸種はバラ属の近縁野生種（以下「野生種」という。）と交雑可能で

あり、我が国に自生している 10 種と 6 変種が交雑の可能性のある野生植物

として特定された。 

 

（イ）影響の具体的内容の評価 

 本組換え体と上記で特定した野生種が交雑した場合、交雑種が野生種に

置き換わる可能性や、本組換え体に移入された核酸が野生種に伝達され、

フラボノイド生合成経路が改変され、野生種の花色や葉色及び各種ストレ

ス耐性関連形質等が変化する可能性が考えられる。 

 

（ウ）影響の生じやすさの評価  

 隔離ほ場で栽培される本組換えバラと上記で特定した野生種が交雑する

可能性は否定できない。しかしながら、 

a 人工交配による交雑性の調査では、園芸種及び野生種との交雑による結

実率は本組換え体と非組換え体との間で差異はほとんど認められなか

ったこと、 

b 日本に自生し園芸種と同じ倍数性を有する 4 倍体の野生種オオタカネ

バラとの人工交配試験においては宿主及び組換え体のいずれを花粉親

とした場合でも結実は全く見られなかったこと、 

c 自然条件下での交雑性について、1m、5m の距離にノイバラを配置し調

査したが、宿主及び組換え体との交雑は認められず、組換え体由来の導

入遺伝子も検出されなかったこと、 

d モニタリング調査において、隔離ほ場から 500m 圏内に自生する野生種

について園芸種との交雑の有無を調査したが、解析した約 1,800 種子の

いずれにおいても園芸種との交雑は全く認められなかったこと、 

等から、本組換えバラと野生種と交雑し結実する可能性は極めて低いと考

えられる。 

 本組換え体は花粉及び卵細胞から導入遺伝子は検出されないキメラ植物

であることが示されているが、仮に何らかの理由でキメラが解消されたと

しても同様である。したがって、移入された遺伝子が我が国の自然環境下

において野生種の集団中で低い割合でとどまらずに拡散していく可能性は

極めて低いと考えられる。 

 

（２）生物多様性影響評価書を踏まえた結論 

 以上を踏まえ、本組換えバラを第一種使用規程に従って使用した場合に、生物多様

性影響が生ずるおそれはないとした生物多様性影響評価書の結論は妥当であると判断

した。



２ 名称：フラボノイド生合成経路を改変したバラ  
        (F3'5'H, 5AT, Rosa hybrida) (WKS82/130-9-1, OECD UI: IFD-52901-9)  

第一種使用等の内容：切り花の用に供するための使用、栽培、保管、運搬及び廃

棄並びにこれらに付随する行為 

  申請者：サントリー(株) 
 

(注) WKS82/130-4-1 バラとの間で、内容が異なる箇所を下線で示した。 

 

（１）生物多様性影響評価の結果について 

ア 競合における優位性 

宿主が属する生物種であるバラ（Rosa hybrida、以下「園芸種」という。）

は、我が国において長期にわたり栽培されているが、園芸種が逸出して自然条

件下で生育している例は報告されていない。 

 本組換えバラは導入遺伝子の発現の結果、青から紫色を呈するアントシアニ

ンであるデルフィニジン及びミリセチンを花弁及び葉において生成している

が、特定網室及び隔離ほ場での試験では花弁数に、また特定網室での試験では

葯数に、それぞれ宿主との有意差が認められたが、このほかの形態及び生育特

性に宿主との差異は認められなかった。また、デルフィニジン及びミリセチン

の産生は、競合における優位な形質であるとは考えにくい。 

 また、本組換えバラでは花弁に蓄積される青紫色の色素により花色が変化し

ているが、これまで交雑育種法で作出された様々な花色の園芸種において花色

の変化により訪花昆虫相が変化したという報告はない。隔離ほ場において訪花

昆虫相を調査したが、本組換えバラについては青紫色に変化した花色により訪

花昆虫の数や種類に影響を及ぼすことはほとんどなかった。さらに、香りも訪

花行動に重要な要素であるが、分析の結果、宿主との差異は認められなかった。 

 これらのことから、本組換えバラの第一種使用等により影響を受ける可能性

のある野生動植物等は特定されず、競合における優位性に起因する生物多様性

影響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当であると判断した。 

 

イ 有害物質の産生性 

 宿主が属する生物種である園芸種について、周辺の野生動植物等の生育や生

息に影響を及ぼす物質を産生するという報告はない。 

 本組換えバラは、デルフィニジン及びミリセチンを生成するが、デルフィニ

ジン及びミリセチンが有害物質であるという報告はない。また、隔離ほ場にお

ける有害物質（根から分泌され他の植物に影響を与えるもの、根から分泌され

土壌微生物に影響を与えるもの及び植物体が内部に有し、枯死した後に他の植

物に影響を与えるもの）の産生性の調査として、後作試験、土壌微生物相試験

及び鋤込み試験が行われているが、いずれの試験でも宿主との間で有意差は認

められていない。 

 F3'5'H 蛋白質及び 5AT 蛋白質は、アミノ酸配列の相同性検索の結果、既知

のアレルゲンとの相同性は認められていない。 

 これらのことから、本組換えバラの第一種使用等により影響を受ける可能性

のある野生動植物等は特定されず、有害物質の産生性に起因する生物多様性影

響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当であると判断した。 

 



ウ 交雑性 

 

（ア）影響を受ける可能性のある野生動植物等の特定 

 園芸種はバラ属の近縁野生種（以下「野生種」という。）と交雑可能で

あり、我が国に自生している 10 種と 6 変種が交雑の可能性のある野生植物

として特定された。 

 

（イ）影響の具体的内容の評価 

 本組換え体と上記で特定した野生種が交雑した場合、交雑種が野生種に

置き換わる可能性や、本組換え体に移入された核酸が野生種に伝達され、

フラボノイド生合成経路が改変され、野生種の花色や葉色及び各種ストレ

ス耐性関連形質等が変化する可能性が考えられる。 

 

（ウ）影響の生じやすさの評価  

 隔離ほ場で栽培される本組換えバラと上記で特定した野生種が交雑する

可能性は否定できない。しかしながら、 

a 人工交配による交雑性の調査では、園芸種及び野生種との交雑による結

実率は本組換え体と非組換え体との間で差異はほとんど認められなか

ったこと、 

b 日本に自生し園芸種と同じ倍数性を有する 4 倍体の野生種オオタカネ

バラとの人工交配試験においては組換え体を花粉親とした場合に結実

が認められたものの、組換え体とは交雑していなかったこと、 

c 自然条件下での交雑性について、1m、5m の距離にノイバラを配置し調

査したが、宿主及び組換え体との交雑は認められず、組換え体由来の導

入遺伝子も検出されなかったこと、 

d モニタリング調査において、隔離ほ場から 500m 圏内に自生する野生種

について園芸種との交雑の有無を調査したが、解析した約 1,800 種子の

いずれにおいても園芸種との交雑は全く認められなかったこと、 

等から、本組換えバラと野生種と交雑し結実する可能性は極めて低いと考

えられる。 

 本組換え体は花粉及び卵細胞から導入遺伝子は検出されないキメラ植物

であることが示されているが、仮に何らかの理由でキメラが解消されたと

しても同様である。したがって、移入された遺伝子が我が国の自然環境下

において野生種の集団中で低い割合でとどまらずに拡散していく可能性は

極めて低いと考えられる。 

 

（２）生物多様性影響評価書を踏まえた結論 

 以上を踏まえ、本組換えバラを第一種使用規程に従って使用した場合に、生物

多様性影響が生ずるおそれはないとした生物多様性影響評価書の結論は妥当で

あると判断した。 

 

 



３ 名称：チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ 

(改変 cry1F, 改変 bar, Zea mays subsp. mays (L.) Iltis） 

(TC6275, OECD UI: DAS-06275-8) 
  第一種使用等の内容：食用又は飼料用に供するための使用、栽培、加工、保管、運

搬及び廃棄並びにこれらに付随する行為 

  申請者：ダウ・ケミカル(株) 
 

（１）生物多様性影響評価の結果について 

ア 競合における優位性 

 宿主が属する生物種であるトウモロコシ（Zea mays subsp. mays (L.) Iltis）
は、我が国において長期にわたり栽培等がなされているが、これまで自生化し

た例は報告されていない。 

 我が国の隔離ほ場試験において、本組換えトウモロコシの形態及び生育特性

が調査されているが、発芽率を除くいずれの項目でも非組換えトウモロコシと

の間で有意差又は差異は見られなかった。また、有意差が認められた発芽率に

ついても、収穫した種子の発芽率は、本組換えトウモロコシ及び非組換えトウ

モロコシともに 98.0%と高いものであったため、この差異により競合における

優位性が高まるとは考えにくい。 

 本組換えトウモロコシには、移入された改変 cry1F 遺伝子によりチョウ目

害虫抵抗性が、また、改変 bar 遺伝子により除草剤グルホシネート耐性が付与

されている。しかし、自然環境下において、チョウ目害虫による食害がトウモ

ロコシの生育を困難にさせる主な要因ではなく、グルホシネートが選択圧にな

ることはないと考えられるため、これらの性質により競合における優位性が高

まるとは考えにくい。 

 以上より、影響を受ける可能性のある野生動植物等は特定されず、競合にお

ける優位性に起因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者によ

る結論は妥当であると判断した。 

 

イ 有害物質の産生性 

 宿主が属する生物種であるトウモロコシについては、野生動植物に影響を及

ぼすような有害物質を産生するとの報告はなされていない。 

 我が国での隔離ほ場試験において、本組換えトウモロコシの有害物質（根か

ら分泌され他の植物へ影響を与えるもの、根から分泌され土壌微生物に影響を

与えるもの、植物体が内部に有し枯死した後に他の植物に影響を与えるもの）

の産生性が調査されているが、非組換えトウモロコシとの間で有意差は認めら

れていない。 

 本組換えトウモロコシは、チョウ目昆虫に殺虫活性を有する改変 Cry1F 蛋

白質及びグルホシネートへの耐性を付与する改変 PAT 蛋白質（ホスフィノト

リシンアセチル基転移酵素）を産生する。 

 改変 Cry1F 蛋白質については、チョウ目昆虫に対する殺虫活性を有してい

る。したがって、本組換えトウモロコシを栽培した場合、花粉で発現する改変

Cry1F 蛋白質がほ場周辺に生息するチョウ目昆虫に影響を与える可能性が考

えられる。しかしながら、環境省レッドデータブック（2006 年版）に記載さ

れた野生種が花粉を摂食する可能性の検討、花粉を食餌植物とともに摂食させ

た生物検定及びほ場周辺の花粉飛散度の調査などの結果に基づき、影響を受け



るとしてもその範囲は限定されることから、本組換えトウモロコシから飛散す

る花粉により個体群レベルで影響を受ける可能性は極めて低いと考えられる。 

 一方、改変 PAT 蛋白質が野生動植物等に対して有害性を示すとする報告は

なされていない。また、改変 PAT 蛋白質は基質特異性が高く、宿主の代謝系

に影響を及ぼすことはないと考えられる。 

 なお、改変 Cry1F 蛋白質及び改変 PAT 蛋白質は、アミノ酸配列の相同性検

索の結果、既知のアレルゲンと構造的に類似性のある配列を持たないことが確

認されている。 

 以上より、影響を受ける可能性のある野生動植物等は特定されず、有害物質

の産生性に起因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者による

結論は妥当であると判断した。 

 

ウ 交雑性 

 我が国の自然環境中にはトウモロコシと交雑可能な野生植物は生育してい

ないことから、影響を受ける可能性のある野生植物は特定されず、交雑性に起

因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当で

あると判断した。 

 

（２）生物多様性影響評価書を踏まえた結論 

 以上を踏まえ、本組換えトウモロコシを第一種使用規程に従って使用した場合

に、生物多様性影響が生ずるおそれはないとした生物多様性影響評価書の結論は

妥当であると判断した。 

 

 

 



４ 名称：チョウ目害虫抵抗性トウモロコシ 

(cry1A.105, 改変 cry2Ab2, Zea mays subsp. mays (L.) Iltis） 

(MON89034, OECD UI: MON-89034-3） 

  第一種使用等の内容：食用又は飼料用に供するための使用、栽培、加工、保管、運

搬及び廃棄並びにこれらに付随する行為 

  申請者：日本モンサント(株) 
 

（１）生物多様性影響評価の結果について 

ア 競合における優位性 

 宿主が属する生物種であるトウモロコシ（Zea mays subsp. mays (L.) Iltis）
は、我が国において長期にわたり栽培等がなされているが、これまで自生化し

た例は報告されていない。 

 我が国の隔離ほ場試験において、本組換えトウモロコシの形態及び生育特性

（19 項目）並びに種子の生産量に関する特性（4 項目）が調査されている。

形態及び生育特性では雌穂径にのみ、種子の生産量の特性では一穂着粒数にの

み、非組換えトウモロコシとの間で、それぞれ有意差がみられた。しかしなが

ら、これらの項目の平均値は、これまで隔離ほ場試験で対照に用いられた非組

換えトウモロコシの最小値・最大値と比較した場合、従来のトウモロコシにお

ける変動の範囲内であり、これらの差異のみにより競合における優位性が高ま

るとは考えにくい。 

 本組換えトウモロコシには、移入された cry1A.105 遺伝子及び改変 cry2Ab2
遺伝子によりチョウ目害虫抵抗性が付与されている。しかし、自然環境下にお

いて、チョウ目害虫による食害がトウモロコシの生育を困難にさせる主な要因

ではないと考えられるため、これらの性質により競合における優位性が高まる

とは考えにくい。 

 以上より、影響を受ける可能性のある野生動植物等は特定されず、競合にお

ける優位性に起因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者によ

る結論は妥当であると判断した。 

 

イ 有害物質の産生性 

 宿主が属する生物種であるトウモロコシについては、野生動植物に影響を及

ぼすような有害物質を産生するとの報告はなされていない。 

 我が国での隔離ほ場試験において、本組換えトウモロコシの有害物質（根か

ら分泌され他の植物へ影響を与えるもの、根から分泌され土壌微生物に影響を

与えるもの、植物体が内部に有し枯死した後に他の植物に影響を与えるもの）

の産生性が調査されているが、非組換えトウモロコシとの間で有意差は認めら

れていない。 

 本組換えトウモロコシは、チョウ目昆虫に殺虫活性を有する Cry1A.105 蛋

白質及び改変 Cry2Ab2 蛋白質を産生する。したがって、本組換えトウモロコ

シを栽培した場合、花粉で発現する両蛋白質により、環境省レッドデータブッ

ク（2006 年版）に記載されたチョウ目昆虫に影響を与える可能性が考えられ

るものの、ほ場周辺の花粉飛散度の調査の結果からその範囲は限定されるた

め、本組換えトウモロコシから飛散する花粉により個体群レベルで影響を受け

る可能性は極めて低いと考えられる。 



 なお、Cry1A.105 蛋白質及び改変 Cry2Ab2 蛋白質は、アミノ酸配列の相同

性検索の結果、既知のアレルゲンと構造的に類似性のある配列を持たないこと

が確認されている。 

 以上より、影響を受ける可能性のある野生動植物等は特定されず、有害物質

の産生性に起因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者による

結論は妥当であると判断した。 

 

ウ 交雑性 

 我が国の自然環境中にはトウモロコシと交雑可能な野生植物は生育してい

ないことから、影響を受ける可能性のある野生植物は特定されず、交雑性に起

因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者による結論は妥当で

あると判断した。 

 

（２）生物多様性影響評価書を踏まえた結論 

 以上を踏まえ、本組換えトウモロコシを第一種使用規程に従って使用した場合

に、生物多様性影響が生ずるおそれはないとした生物多様性影響評価書の結論は妥

当であると判断した。 

 

 



５ 名称：除草剤グリホサート耐性ダイズ 

(改変 cp4 epsps, Glycine max (L.) Merr) 
(MON89788, OECD UI: MON-89788-1) 

  第一種使用等の内容：食用又は飼料用に供するための使用、栽培、加工、保管、運

搬及び廃棄並びにこれらに付随する行為 

  申請者：日本モンサント(株) 
 

（１）生物多様性影響評価の結果について 

ア 競合における優位性 

  宿主が属する生物種であるダイズ（Glycine max (L.) Merr.）は、我が国に

おいて長期にわたり栽培されているが、自生化しているとの報告はなされてい

ない。 

  本組換えダイズでは、移入された改変 cp4 epsps 遺伝子によりグリホサート

耐性が付与されている。しかし、自然環境下においてグリホサートが選択圧と

なることは想定されず、この形質により競合における優位性が高まるとは考え

にくい。 

  我が国の隔離ほ場において、競合における優位性に関わる諸形質について調

査が行われており、種子の百粒重にのみ、非組換えダイズとの間で有意差が認

められた。しかしながら、この差異のみにより競合における優位性が高まると

は考えにくい。 

  以上より、影響を受ける可能性のある野生動植物等は特定されず、競合にお

ける優位性に起因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者によ

る結論は妥当であると判断した。 

 

イ 有害物質の産生性 

  宿主が属する生物種であるダイズについては、野生動植物等への有害物質を

産生するとの報告はなされていない。 

  本組換えダイズでは、改変 CP4 EPSPS 蛋白質の産生性が付与されているが、

本蛋白質が有害物質であるとの報告はなく、既知のアレルゲンとのアミノ酸配

列の相同性は認められていない。また、本蛋白質は基質特異性が高く、宿主の

代謝系に影響を及ぼすことはないと考えられる。 

  我が国の隔離ほ場において、本組換えダイズの有害物質（根から分泌され他

の植物に影響を与えるもの、根から分泌され土壌微生物に影響を与えるもの、

植物体が内部に有し枯死した後に他の植物に影響を与えるもの）の産生性が調

査されているが、非組換えダイズとの有意差は認められていない。 

  以上より、影響を受ける可能性のある野生動植物等は特定されず、有害物質

の産生性に起因する生物多様性影響が生ずるおそれはないとの申請者による

結論は妥当であると判断した。 

 

 

ウ 交雑性 

（ア）影響を受ける可能性のある野生動植物等の特定 

 我が国に自生しているツルマメ（Glycine soja Sieb. et Zucc.）は、ダイズと

交雑することが知られているため、影響を受ける可能性のある野生植物として



ツルマメが特定される。 

 

（イ）影響の具体的内容の評価 

 既存の文献によれば、ダイズとツルマメの雑種の生育や生殖には障害が見ら

れないことから、我が国の自然環境下において本組換えダイズとツルマメが交

雑した場合は、その雑種が生育するとともに、当該雑種からツルマメへの戻し

交雑を経て、本組換えダイズに移入された遺伝子がツルマメの集団中で低い割

合でとどまらずに拡散していく可能性がある。 

 

（ウ）影響の生じやすさの評価 

 ツルマメは全国の日当たりのよい野原、道ばた等に広く自生していることか

ら、本組換えダイズが我が国において栽培された場合は、双方が近接して生育

する機会があることは否定できない。しかしながら、 

a ダイズ及びツルマメは共に閉花受精を行う典型的な自殖性作物であり、ま

た、一般にダイズの開花期はツルマメより 1 ヶ月近く早いこと、 

b 既存の文献によれば、開花時期がツルマメと重なるダイズの系統とツルマ

メを隣接して生育させた場合であっても、その交雑率は１％未満であった

こと、 

c 我が国における隔離ほ場試験の結果から、本組換えダイズの交雑性は、従

来のダイズと同程度であり、ツルマメとの交雑率も従来のダイズと同程度

と考えられること、 

d 改変 cp4 epsps 遺伝子の発現により付与されるグリホサート耐性は自然環

境下での選択圧に対して優位に働く可能性は低いと考えられること、 

などから、我が国の自然環境下で本組換えダイズとツルマメが稀に近接して生

育した場合であっても、それらが交雑する可能性及び移入された遺伝子がツル

マメの集団中で低い割合でとどまらずに拡散していく可能性は、確率的に極め

て低いと考えられる。 

 

（２）生物多様性影響評価書を踏まえた結論 

 以上を踏まえ、本組換えダイズを第一種使用規程に従って使用した場合に生物多

様性影響が生ずるおそれはないとした生物多様性影響評価書の結論は妥当である

と判断した。 
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